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給
付
対
象

　

次
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
に
な
る
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
。

②
２
０
２
１
年
11
月
〜
２
０
２

２
年
３
月
の
い
ず
れ
の
月
（
対
象

月
）
の
売
上
高
が
、
２
０
１
８
年

11
月
〜
２
０
２
１
年
３
月
の
間
の

同
じ
月（
基
準
月
）の
売
上
高
と
比

較
し
て
50
％
以
上
ま
た
は
30
％
以

上
50
％
未
満
減
少
し
た
事
業
者
。

給
付
金
の
額

　

中
小
法
人
等
は
上
限
最
大
２

５
０
万
円
、
個
人
事
業
者
等
は
上

限
最
大
50
万
円
。

　

給
付
額
は
、
基
準
期
間
の
売
上

高
か
ら
「
対
象
月
の
売
上
高
」×

５
か
月
分
を
差
し
引
く
。

＊
基
準
期
間
と
は
２
０
１
８
年

11
月
〜
１
９
年
３
月
か
、
２
０
１

９
年
11
月
〜
２
０
年
３
月
か
、
２

０
２
０
年
11
月
〜
２
１
年
３
月

の
い
ず
れ
の
期
間
。

除
外
さ
れ
な
い
協
力
金
な
ど

　

計
算
に
あ
た
っ
て
、
国
や
自
治

体
に
よ
る
支
援
施
策
で
得
た
給

付
金
や
補
助
金
は
、
各
月
の
事
業

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

収
入
か
ら
除
く
。た
だ
し
、
対
象

月
中
に
自
治
体
に
よ
る
時
短
要
請

等
に
応
じ
て
、
そ
れ
に
伴
う
協
力

金
等
を
受
給
す
る
場
合
は
「
対
象

月
中
に
時
短
要
請
等
に
応
じ
た

分
」に
相
当
す
る
額
を
、対
象
月
の

事
業
収
入
に
加
え
る
（
給
付
額
の

算
定
に
お
い
て
も
同
じ
）。

　

詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

会
員
訪
問
・（
株
）テ
ィ
・
エ
ス
・
エ
ス（
３
面
）／
有
効
求
人
倍
率
一
覧
表（
２
面
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
感
染
猛
威
が
収
ま
ら

な
い
。
全
国
的
に
も
１
日
当
た
り

10
万
人
を
突
破
し
始
め
た
よ
う

だ
。
デ
ル
タ
株
に
比
較
し
て
重
症

化
リ
ス
ク
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
感
染
者
数
の
増
加
が
高
齢

者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
を
襲
い
、

重
症
者
が
増
え
始
め
て
い
る
▼
一

番
の
予
防
は
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
の
こ
と
だ
が
、
政
府
の
接

種
方
針
が
二
転
三
転
し
た
こ
と
も

あ
り
、
再
び
接
種
率
が
先
進
国
に

比
べ
遅
れ
て
い
る
▼
一
番
新
し
い
日

経
新
聞
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

岸
田
内
閣
の
支
持
率
が
12
月
に
比

べ
て
６
％
下
落
し
た
。
そ
れ
は
政

府
の
進
め
る
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

「
評
価
す
る
」
が
６
％
低
下
し
た

こ
と
と
も
合
致
す
る
▼
内
閣
の
命

運
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
策
の
如
何

に
か
か
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
今

夏
の
参
院
選
、
野
党
の
結
束
も
多

難
で
は
あ
る
が
、
公
明
と
自
民
も

選
挙
協
力
の
雲
行
き
が
怪
し
く
な

り
つ
つ
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
く

な
っ
て
い
る
。（
峰
）

事
業
復
活
支
援
金（
経
産
省
） 

最
大
２
５
０
万
円  

５
月
31
日
ま
で

　

経
済
産
業
省
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
や
長
期
化
に
伴
う
需
要
の
減
少
又
は
供
給
の
制
約

で
大
き
な
影
響
を
受
け
、売
上
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
中
小
法
人
・
個
人
事
業
者
に
、事
業
の
継
続
・
立
て

直
し
の
取
組
み
を
支
援
す
る
た
め
の
支
援
金
を
給
付
す
る
。中
小
法
人
等
は
上
限
最
大
２
５
０
万
円
、個
人
事

業
者
等
は
上
限
最
大
50
万
円
。申
請
受
付
は
５
月
31
日
ま
で
。

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
減
収
の
中
小
法
人
と
個
人
事
業
者
へ



（２）
　

北
海
道
労
働
局
は
２
月
１
日
、

道
内
の
12
月
末
の
月
間
求
人
倍
率

を
発
表
し
た
。「
求
人
が
求
職
を
上

回
っ
て
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
求

職
者
が
依
然
と
し
て
高
水
準
に
あ

り
、
弱
さ
が
み
ら
れ
る
」と
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
引
き
続
き
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

求
人
は
医
療
・
福
祉
・
介
護

職業計 1.02 83,021 81,612

管理的職業 1.11 254 228

　専門的・技術的職業 1.79 19,423 10,866

　開発・製造技術者 0.84 536 637

　建築・土木・測量技術者 5.89 3,116 529

　情報処理・通信技術者 1.35 1,374 1,021

　医師、薬剤師等 1.87 396 212

　看護師、保健師等 1.47 4,318 2,931

　医療技術者、栄養士等 2.02 2,588 1,281

　保育士、福祉相談員等 2.71 5,593 2,061

事務的職業 0.36 6,850 19,158

　一般事務員 0.30 4,920 16,619

　会計・経理事務員 0.55 593 1,083

　営業・販売事務員 1.11 620 561

販売の職業 1.44 7,868 5,473

　販売店員、訪問販売員 1.42 5,399 3,803

　保険外交員、サービス外交員 1.33 114 86

　営業員 1.49 2,355 1,584

サービスの職業 2.29 21,242 9,277

　ホームヘルパー、ケアワーカー 3.24 9,512 2,935

　看護助手、歯科助手等 2.78 1,420 510

　調理人、調理見習 2.37 5,496 2,323

　給仕、接客サービス員 1.55 2,778 1,790

　マンション、駐車場等管理人 0.54 331 610

保安の職業 3.66 1,935 528

　警備員 3.68 1,929 524

農林漁業の職業 1.74 1,315 757

生産工程の職業 2.18 6,967 3,196

　生産機械制御・監視員 1.46 139 95

　金属加工、溶接・溶断工 3.19 1,064 334

　その他の製造加工作業員 1.83 3,081 1,681

　機械組立工 1.79 453 253

　整備工・修理工 4.30 1,601 372

　製品検査工 2.95 168 57

　塗装、ＣＡＤオペレーター 1.14 461 404

輸送、機械運転の職業 1.69 5,145 3,040

　自動車運転手 1.88 3,804 2,026

　ボイラー・建設機械運転工 1.56 1,195 764

建設・採掘の職業 3.80 5,353 1,410

　型枠大工、とび工 5.16 1,027 199

　大工・左官 3.92 1,246 318

　電気工事、電気配線工 3.30 860 261

　建設・土木作業員 3.51 2,209 630

運搬・清掃・包装の職業 0.59 6,669 11,246

　運搬、配達、倉庫作業員 1.17 1,702 1,458

　清掃作業員 1.44 2,996 2,084

　包装作業員 2.72 201 74

　選別作業員、軽作業員 0.23 1,770 7,630

求人
倍率

求人
倍率

求人
数

求人
数

求職
者数

求職
者数

北海道労働局 2月１日発表の月間求人倍率 2021 年 12 月末現在

職　　種 職　　種

1. 新規学卒を除く常用。
2.平成24年３月に、ハローワークで使用する「厚生労働省編職業分類」が改訂されている。
3. ハローワークインターネットサービスの機能拡充に伴い、令和３年９月以降の数値に
は、ハローワークに来所せず、オンライン 上で求職登録した求職者数や、求職者がハロー
ワークインターネットサービスの求人に直接応募した就職件数等が含まれている。

有
効
求
人
倍
率

分
野
で
10
カ
月
連
続
で
前
月
を
上

回
り
、食
品
製
造
、金
属
製
造
も
７

カ
月
連
続
で
上
回
っ
て
い
る
。　

一

方
、
卸
売
業
・
小
売
業
は
減
少
気

味
に
な
っ
て
い
る
。

　

求
人
倍
率
は
表
の
通
り
、建
築
・

土
木
・
測
量
技
術
者
、型
枠
大
工
・

と
び
工
な
ど
建
設
関
係
で
極
め
て

高
く
、
介
護
職
、
警
備
員
、
金
属
加

工
・
溶
接
・
溶
断
工
、
整
備
工
・

修
理
工
、
自
動
車
運
転
手
も
深
刻

な
人
手
不
足
が
続
い
て
い
る
。飲
食

業
も
調
理
人
、
給
仕
・
接
客
サ
ー

ビ
ス
が
人
手
不
足
だ
。少
子
化
で
、

若
者
が
重
労
働
を
敬
遠
す
る
傾
向

が
見
て
取
れ
る
一
方
、
事
務
的
職
業

は
、
経
理
も
含
め
オ
フ
ィ
ス
の
Ｉ
Ｔ

化
が
進
み
、営
業
職
を
除
い
て
求
人

が
極
め
て
少
な
く
、
軽
作
業
も
求

人
は
少
な
い
。

建
設
、介
護
、整
備
、運
転
も
人
手
不
足



３
　
「
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
の
テ
レ
ビ
会

議
な
ど
、Ｉ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
た

団
体
が
、
出
張
旅
費
が
年
間
１
億

５
０
０
０
万
円
か
ら
４
０
０
０
万

円
以
下
に
減
ら
せ
た
例
が
あ
り
ま

す
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
日
本
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク

が
一
気
に
進
ん
だ
。
通
勤
や
広
い

事
務
所
が
い
ら
な
く
な
り
、
大
幅

な
経
費
節
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
コ
ロ
ナ
後
も
、
こ
う
し
た
Ｉ
Ｔ

の
活
用
は
間
違
い
な
く
進
む
だ
ろ

う
。

　

道
内
の
中
小
企
業
も
取
引
先
と

の
打
ち
合
わ
せ
が
対
面
で
は
な
く

ネ
ッ
ト
利
用
に
な
り
、
や
む
な
く

対
応
を
迫
ら
れ
て
き
た
。
近
年
、

急
速
に
普
及
す
る
Ｉ
Ｔ
分

野
は
、
中
小
企
業
経
営

者
に
と
っ
て
言
葉
や
概
念

を
理
解
し
づ
ら
く
悩
み
の

種
だ
。

　

導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
が
、
何
を
ど
う

や
っ
て
い
い
の
か
分
か
ら

ず
、
業
者
の
い
い
な
り
に

な
っ
て
、
高
い
費
用
を
強

い
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

　

前
山
さ
ん
は
、
い
ま
Ｉ

Ｔ
環
境
を
整
え
る
に
は
、

い
く
つ
か
大
事
な
点
が
あ

Ｉ
Ｔ
で
遠
隔
現
場
支
援
サ
ー
ビ
ス
提
供
も

る
と
、
次
の
よ
う
に
上
げ
る
。

　

①
複
合
機
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
業

務
に
見
合
っ
た
無
駄
の
な
い
機
器

類
の
選
択
②
使
用
す
る
回
線
や

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
接
続
業
者
）
な

ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
③
重
要
デ
ー
タ
の
保
存
と
ウ
イ

ル
ス
攻
撃
や
情
報
漏
れ
を
防
ぐ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
設
定
④
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
日
常
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
│
な
ど
だ
。

　

同
社
は
、
北
海
道
商
工
連
盟
の

創
立
期
か
ら
の
会
員
で
あ
る
、
が

ん
保
険
で
知
ら
れ
る
ア
フ
ラ
ッ
ク

募
集
代
理
店「
ト
ー
ア
」の
グ
ル
ー

プ
企
業
の
一
つ
。
ス
タ
ー
ト
は
１

９
８
１
（
昭
和
56
）
年
。
母
体
で

あ
る
ト
ー
ア
の
、
保
険
加
入
者
へ

の
文
書
類
の
発
送
業
務
を
担
っ
た

が
、
そ
の
後
、
中
小
企
業
経
営
者

の
方
が
コ
ピ
ー
機
の
割
高
な
維
持

費
に
悩
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
リ

サ
イ
ク
ル
ト
ナ
ー
の
販
売
を
開
始
。

さ
ら
に
経
費
節
減
が
で
き
る
機
器

類
の
導
入
を
提
案
し
、
コ
ピ
ー
機

な
ど
デ
ジ
タ
ル
複
合
機
の
販
売
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
分
野
に
参
入
し
て

20
年
に
な
る
。

　

現
在
は
、
京
セ
ラ
、
シ
ャ
ー
プ
、

キ
ヤ
ノ
ン
な
ど
の
複
合
機
を
扱
い
、

Ｉ
Ｔ
の
活
用
で
は
機
器
の
導
入
か

ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
、
操
作
方
法
の
日
常
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
一
貫
し
て
対
応

す
る
。
特
に
、
会
社
の
信
用
に
係

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
設
定
は
最
高

水
準
を
維
持
す
る
。

　

最
近
、
特
に
喜
ば
れ
て
い
る
の

が
遠
隔
現
場
支
援
サ
ー
ビ
ス
だ
。

例
え
ば
、
工
事
現
場
の
様
子
を
本

社
に
中
継
し
な
が
ら
設
計
図
を
検

討
し
て
、
そ
の
場
で
対
処
方
法
を

決
め
た
り
、
訪
問
介
護
の
現
場
を

管
理
部
門
に
中
継
し
て
医
師
の
手

配
や
救
急
搬
送
の
判
断
を
し
た
り

株
式
会
社 

テ
ィ
・
エ
ス
・
エ
ス

営
業
部
長
　
前 

山
　
克 

行 

さ
ん   （
57
）

会員訪問

す
る
こ
と
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。

　

実
は
、
日
本
の
Ｉ
Ｔ
産
業
に

は
悪
し
き
伝
統
が
あ
る
。
会
社

が
何
か
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
も
、
そ
の
「
仕
様
」（
設
計

図
や
暗
証
番
号
）
は
顧
客
に
渡

さ
れ
ず
、
業
者
が
独
占
し
て
い

る
。

　

だ
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

て
も
、
そ
の
業
者
し
か
対
応
で

き
な
い
。
世
界
の
標
準
は
、
仕

様
は
シ
ス
テ
ム
購
入
者
に
公
開

さ
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が

改
良
を
競
い
合
う
の
で
、
ど
ん

ど
ん
優
れ
た
も
の
に
進
化
す
る
。

日
本
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
遅
れ
は
、

そ
う
し
た
所
に
大
き
な
原
因
が

あ
る
と
い
う
。
同
社
は
「
仕
様
」

を
購
入
者
に
公
開
し
て
い
る
。

　
　
　

＊ 

　

＊

札
幌
市
北
区
北
34
条
西
５
丁
目 

２-

15  

ニ
ュ
ー
ト
ー
ア
ビ
ル
３
Ｆ

電
話
０
１
１
・
７
２
７
・
３
４

５
０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
・
７
２

７
・
３
４
８
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.tss-web.co.jp



（４）

預
か
っ
た
社
長
の
猫
が
妊
娠

し酔
っ
払
い
互
い
に
肩
を
貸
し

て
る
気

オ
ミ
ク
ロ
ン
丁
寧
語
だ
と
ジ

イ
が
言
う

新
庄
を
ど
う
思
う
か
で
妻
と

も
め

何
の
日
か
動
く
祝
日
や
や
こ

し
い

長
髪
と
ギ
タ
ー
で
婆
を
釣
っ

た
爺

パ
ト
カ
ー
を
追
い
抜
い
ち
ゃ
っ

た
お
婆
さ
ん

寝
た
ふ
り
と
ス
マ
ホ
は
席
を

譲
ら
な
い

何
し
よ
う
18
歳
に
戻
れ
た
ら

ハ
ン
バ
ー
グ
練
っ
て
る
と
き
に

鳴
る
電
話

い
い
夫
だ
け
ど
料
理
が
下
手

な
の
よ

消
臭
剤
そ
ん
な
に
撒
い
ち
ゃ

臭
い
で
し
ょ

清
浄
機
前
で
試
し
に
す
る
お

な
ら

決
断
が
出
来
ぬ
男
と
知
る
右

折　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
総
会

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
は
、11
月
25
日
、「
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
国
立
大
ホ
ー
ル
」（
横

浜
市
）で
、「
第
73
回
中
小
企

業
団
体
全
国
大
会
」を
開
催
、

全
国
の
中
小
企
業
団
体
か
ら

約
１
７
０
０
人
が
参
加
し

た
。

　

本
大
会
で
は
、中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
等
の
経
営
強

靱
化
・
成
長
促
進
支
援
等
の

拡
充
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
実
態
を
踏
ま
え
た

労
働
・
雇
用
・
社
会
保
険
料

対
策
の 

推
進
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
積
極
的
な

事
業
活
動
を
支
え
る
環
境
整

備
な
ど
21
項
目
を
決
議
し

た
。

　

次
期
全
国
大
会
は
、
２
０

２
２
年
11
月
10
日
、
長
崎
県

で
開
催
予
定
。

全国中小企業団体中央会  全国大会決議
Ⅰ．中小企業・小規模事業者等の経営強靱化・ 成長促進支援等の拡充
　1．新型コロナウイルス感染症・多発する災害からの経済再生支援策の拡充
　2．中小企業・小規模事業者・組合の成長促進資への支援強化
　3．中小企業・小規模事業者の持続的発展に向けた事業承継・事業継続に
　　関する対策の強化
　4．中小企業団体中央会の指導体制・支援機能の 拡充・強化、実態やニー
　　ズに即した組合制度の再整備
　5．地方創生推進に向けた対策の拡充
Ⅱ．中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策
　の推進
　1．新型コロナウイルス感染症の影響長期化に対する配慮
　2．働き方改革の実現に向けた中小企業への配慮
　3．中小企業の人材確保・定着対策 全国大会決議
　4．地域の実情を踏まえた最低賃金の設定
　5．外国人技能実習制度の運用の円滑化と制度の拡充
　6．外国人材の受入れ体制の整備
　7．障害者雇用への中小企業支援策の拡充
　8．国による職業訓練機能の拡充・強化
　9．社会保険制度等の整備
Ⅲ．中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備
　1．中小企業金融施策の拡充
　2．中小企業・組合税制の拡充
　3．中小製造業等の持続的発展の推進
　4．エネルギー・環境対応への支援の拡充
　5．卸売・小売業・まちづくりの推進に対する支援の拡充
　6．サービス業支援の強化・拡充
　7．官公需対策の強力な推進

経
営
強
靱
化
・
成
長
促
進
に
支
援
を


